
オープンキャンパス２０２６の日程は
本紙 ７面 をご覧ください。
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倉
田
山

春
秋

卒業生奮闘中 !

卒業生奮闘中 !

卒業
生
闘中!奮

卒業生

闘中!奮

私の
学生
時代

私
の

学
生
時
代

私の
学生
時代

アクティブ スチューデントActive Student

皇
學
館
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

皇
學
館

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

K
O
G
A
K
K
A
N
L
I
B
R
A
R
Y

宝
箱

皇
學
館

宝
箱

皇
學
館

　

伊
勢
の
神
宮
で
は
２
月
17

日
に
祈
年
祭
が
斎
行
さ
れ
た
。

祈
年
祭
は
音
読
み
で
「
き
ね

ん
さ
い
」、
訓
読
み
で
「
と
し

ご
い
の
ま
つ
り
」
と
読
む
▼

「
と
し
」は
、萬
葉
集
の
巻
18
・

四
一
二
四
番
の
大
伴
家
持
の

歌
に
「
我
が
欲ほ

り
し　

雨
は

降
り
来き

ぬ　

か
く
し
あ
ら
ば

言こ
と

挙あ

げ
せ
ず
と
も　

稔と
し

は
栄

え
む
（
私
が
待
ち
望
ん
だ
雨
は

降
っ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
ら
、

言
い
立
て
な
く
て
も
稔み
の
り

は
豊
か

だ
ろ
う
）」に
見
ら
れ
る
よ
う

に
実
り
を
意
味
す
る
。
主
に

米
の
こ
と
だ
が
、五
穀
（
米
・

麦
・
粟あ
わ
・
稗ひ
え
・
豆
）の
豊
穣
と
捉

え
て
よ
い
だ
ろ
う
▼「
ご
い
」

は「
乞
い
」で「
乞
い
祈の

む
」の

省
略
形
で
あ
る
。
祈
っ
て
願

う
こ
と
を
意
味
す
る
。
耕
作

を
始
め
る
時
期
に
秋
の
実
り

が
確
実
で
あ
る
こ
と
を
約
し

て
予
祝
儀
礼
と
し
て
祈
る
わ

け
で
あ
る
▼
さ
ら
に
、
延
喜

式
に
収
め
ら
れ
て
い
る
祝の

り
と詞

で
は
、
手
か
ら
水
の
泡
を
ぽ

た
ぽ
た
と
落
と
し
、
足
の
股も

も

で
田
の
泥
を
か
き
混
ぜ
て
整

え
、
と
い
っ
た
農
作
業
の
描

写
が
あ
る
。
取
り
分
け
て
伊

勢
に
鎮
座
す
る
天
照
大
御
神

に
祈
る
部
分
も
あ
り
、
見
渡

す
限
り
、
大
海
原
や
国
土
の

果
て
か
ら
、
山
の
よ
う
に
大

御
神
に
奉
っ
た
初
穂
の
残
り

を
天
皇
が
安
心
し
て
召
し
上

が
ら
れ
る
だ
ろ
う
、
と
い
う

▼
日
本
人
は
こ
の
よ
う
に
食

糧
が
豊
か
で
あ
る
こ
と
を
祈

り
続
け
て
き
た
の
で
あ
る
。

　
梅
の
花

　

折
り
て
か
ざ
せ
る

　
　
　

諸も
ろ

人ひ
と

は

今
日
の
間
は

　

楽
し
く
あ
る
べ
し

神か
み

司づ
か
さ

荒こ
う

氏し
の

稲い
な

布し
き

　
令
和
８
年
の
幕
開
け
に
あ
た
り
、
１
月
９
日
、
記
念
講
堂
に
お

い
て
齋
藤
平
学
長
に
よ
る
年
頭
講
話
が
行
わ
れ
た
。「
午
年
に
寄
せ

て
」と
題
し
た
講
話
で
は
、「
馬
」を
切
り
口
に
言
葉
、信
仰
、現
代

社
会
が
直
面
す
る
課
題
に
至
る
ま
で
幅
広
く
言
及
し
、
新
年
に
向

け
た
展
望
を
語
っ
た
。

█

干
支
の
由
来

█

絵
馬
や
流
鏑
馬
に
込
め
ら
れ
た
思
い

█

文
化
や
言
葉
に
溶
け
込
む「
馬
」

　

学
長
は
冒
頭
、
干＊
支
が
成
立
し

た
背
景
に
つ
い
て
語
っ
た
。
私
た

ち
が
普
段
「
干え

支と

」
と
呼
ん
で
い

る
言
葉
は
元
々
「
十じ

っ

干か
ん

十じ
ゅ
う

二に

支し

」

に
由
来
し
、
本
来
は
陰
陽
五
行
の

思
想
に
基
づ
く
十
干
を
指
し
て
い

た
と
い
う
。「
甲き

の
え

は
木き

の
兄え

」「
乙き

の
と 

は
木き

の
弟と

」「
丙ひ

の
え

は
火ひ

の
兄え

」「
丁ひ

の
と

は

火ひ

の
弟と

」
と
い
っ
た
よ
う
に
、「
え

（
兄
）」
と
「
と（
弟
）」
の
組
み
合
わ

令
和
8
年
学
長
年
頭
講
話

◥◤

午
年
に
寄
せ
て
◢◣

駆
け
上
が
る
一
年
に

　

続
け
て
、
齋
藤
学
長
は
日
本
に

お
い
て
馬
が
占
め
て
き
た
特
別
な

位
置
に
つ
い
て
言
及
。
日
本
で
は

馬
が
長
く
人
々
の
生
活
や
価
値
観

の
中
心
に
あ
り
、
日
常
に
溶
け
込

む
存
在
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
そ
の

文
化
的
・
歴
史
的
意
味
を
改
め
て

見
つ
め
直
す
こ
と
が
自
己
理
解
を

深
め
る
手
が
か
り
に
な
る
と
述
べ

た
。

　

馬
の
影
響
は
言
語
や
時
間
の
概

念
に
も
及
ん
で
い
る
。「
午
前
」「
午

後
」
と
い
う
言
葉
は
、
正
午
が
か

つ
て
「
午
の
刻
」
と
呼
ば
れ
て
い

た
こ
と
に
由
来
す
る
。
馬
に
荷
を

負
わ
せ
る
意
の
「
駄
」
か
ら
派
生

せ
か
ら
成
り
立
っ
て
い
た
。
し
か

し
、
時
代
と
と
も
に
意
味
が
広
が

り
、
現
在
で
は
十
二
支
を
指
す
言

葉
と
し
て
親
し
ま
れ
、
年
を
表
す

呼
び
名
と
し
て
定
着
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
十
二
支
に
結
び
付
け
ら

れ
た
動
物
が
地
域
に
よ
っ
て
異
な

る
点
に
も
触
れ
、
中
国
・
韓
国
・

ベ
ト
ナ
ム
で
は「
亥
」を
豚
、
タ
イ

や
ベ
ト
ナ
ム
で
は
「
卯
」
を
猫
と

す
る
例
を
挙
げ
た
。

し
た
「
駄
馬
」
は
、
軍
馬
に
向
か

な
い
荷
運
び
用
の
馬
を
指
す
言
葉

と
し
て
用
い
ら
れ
、
や
が
て
価
値

の
低
い
存
在
を
示
す
語
と
し
て
解

釈
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
こ

か
ら
「
駄
目（
囲
碁
用
語
に
由
来
）」

「
駄
洒
落
」「
駄
菓
子
」
と
い
っ
た

表
現
が
生
ま
れ
た
と
い
う
。
一
方

で
「
馬
が
合
う
」
と
の
慣
用
句
は
、

人
と
馬
の
呼
吸
が
一
致
す
る
様
子

を
人
間
同
士
の
相
性
の
よ
さ
に
重

ね
た
肯
定
的
な
意
味
合
い
で
使
わ

れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、『
萬
葉
集
』
巻
14
・
三

四
三
九
番
の
東
歌
に
つ
い
て
紹
介

し
た
。

＊
干
支
の
補
足
説
明

　
干
支
は
古
代
中
国
で
生
ま
れ
、当

初
は
陰
陽
五
行
の
思
想
に
基
づ
く
十

干
が
、年
や
日
の
区
別
に
用
い
ら
れ
て

い
た
。
そ
の
後
、年
を
よ
り
詳
し
く
表

す
た
め
に
十
二
支
と
組
み
合
わ
さ
れ
、

60
年
で
一
巡
す
る
十
干
十
二
支
の
体

系
が
成
立
し
た
。

　
こ
の
暦
法
は
日
本
に
も
伝
え
ら
れ
、

律
令
制
の
も
と
で
公
式
な
年
代
表
記

と
し
て
用
い
ら
れ
た
が
、時
代
が
下
る

に
つ
れ
て
、年
を
象
徴
す
る
呼
び
名
と

し
て
は
十
二
支
が
広
く
親
し
ま
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
現
在
で
は
、干
支
と
い
え

ば
十
二
支
を
指
す
の
が
一
般
的
で
あ
る
。

　

鈴
が
音
の

　

波は

由ゆ

馬ま

宇う

馬ま

夜や

の　

堤つ
つ
み

井ゐ

の

　

水
を
飲た

ま

へ
な　

妹
が
直た

だ

手て

よ

（
鈴
の
音
が
す
る
宿
駅
の
町
の
泉

井
の
水
を
、
あ
な
た
の
手
か
ら
直

接
飲
み
た
い
）

　

こ
の
歌
に
見
え
る
「
は
ゆ
ま
」

は
、
本
来
で
あ
れ
ば
「
早は

や

馬う
ま

」
と

表
さ
れ
る
は
ず
の
語
で
あ
る
が
、

古
代
日
本
語
特
有
の
音
韻
現
象
に

よ
っ
て
語
形
が
変
化
し
て
い
る
。

「
は
や
う
ま
」を
ロ
ー
マ
字
表
記
す

る
とhayaum

a

と
な
り
、母
音
の

「
ａ
」と「
ｕ
」が
続
く
。古
代
の
日

本
語
で
は
こ
う
し
た
母
音
の
連
続

が
忌
避
さ
れ
る
傾
向
が
あ
り
、
そ

の
結
果
「
ａ（
あ
）」
が
脱
落
し
て

「
は
ゆ
ま
」と
い
う
形
に
な
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
と
い
う
。
学
長
は
こ

の
例
を
通
し
て
、
古
代
人
の
音
韻

感
覚
が
言
葉
の
形
に
色
濃
く
反
映

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
た
。

　

学
長
は
ま
た
「
神
馬（
シ
ン
メ3

）」

と
い
う
呉
音
で
の
読
み
方
に
着
目
。

「
建こ

ん

立り
ゅ
う

」「
男な

ん

女に
ょ

」
等
、
仏
教
用
語

を
呉
音
読
み
す
る
例
を
挙
げ
な
が

ら
、
馬
の
重
要
性
と
神
聖
性
が
表

れ
て
い
る
と
解
説
し
た
。

　

学
長
は
馬
が
信
仰
と
も
深
く
結

び
付
い
て
き
た
と
話
題
を
広
げ
た
。

か
つ
て
財
産
と
し
て
の
馬
を
奉
納

し
て
い
た
風
習
が
時
代
と
と
も
に

「
絵
馬
」
へ
と
形
を
変
え
、
現
代
ま

で
受
け
継
が
れ
て
い
る
こ
と
を
紹

介
。
加
え
て
、『
今
昔
物
語
集
』
に

収
め
ら
れ
た
「
わ
ら
し
べ
長
者
」

に
類
す
る
話
か
ら
、
名
馬
の
産
地

と
し
て
陸
奥
国
が
語
ら
れ
て
い
る

点
に
触
れ
る
と
と
も
に
、『
遠
野
物

語
』
を
例
に
、
馬
が
貴
重
で
あ
る

だ
け
で
な
く
、
家
族
同
然
の
存
在

と
し
て
人
々
の
精
神
世
界
に
深
く

根
付
い
て
い
た
こ
と
を
説
明
し
た
。

　

続
け
て
、
祈
願
成
就
や
吉
凶
を

占
う
流や

ぶ
さ
め

鏑
馬
や
多
度
大
社
の
上
げ

馬
神
事
に
触
れ
、
神
道
と
馬
と
の

関
係
に
つ
い
て
語
っ
た
。

　

講
話
の
締
め
く
く
り
で
学
長
は
、

馬
が
力
強
く
「
駆
け
上
が
る
」
姿

を
新
た
な
挑
戦
へ
向
か
う
姿
に
重

ね
合
わ
せ
た
。
丙ひ

の
え

午う
ま

の
年
に
出
生

数
が
減
少
し
た
過
去
を
振
り
返
り

つ
つ
、
現
在
の
少
子
化
は
そ
れ
を

は
る
か
に
上
回
る
深
刻
な
課
題
で

あ
る
と
指
摘
。
そ
の
う
え
で
、
学

生
や
教
職
員
に
向
け
、
困
難
を
乗

り
越
え
、
未
来
へ
向
か
っ
て
力
強

く
歩
み
を
進
め
る
一
年
と
な
る
こ

と
へ
の
期
待
を
込
め
、
講
話
を
結

ん
だ
。

オープンキャンパス開催のお知らせ

3/22日 13：00
～16：00

春のキャンパス
探検DAY

13：00～
◆オープニング
13：20～
◆学科説明＆模擬講義
各学科教員が学科説
明＆模擬講義を実施。
入学後の学びをイメー
ジしてみましょう。

14：30～ 

◆教員育成プロジェクト「つばさ」
「倉志会」の活動紹介
教員志望の学生が日頃の活
動を紹介します。教員志望
の方はぜひご覧ください!

◆キャンパスツアー
学生スタッフがさまざ
まなスポットへご案内
します。

その他、個別相談コーナー、入試ポイ
ント説明会などを予定しています。
ぜひ、お越しください。

■注目記事
アカデミック� ２面
伊勢高等学校と連携協定締結
グローバル� ３面
多文化交流で国際人材を育成
イベント＆エデュケーション� ４面
学生が橿原神宮宝物館で企画展
� ５面
内定者ボイス
中高トピックス� ６面
中高で建国記念の日の講演を開催
� ７面
高等学校・中学校 卒業生随想
アクティブスチューデント� ８面
大窪理勇さん（神道 ３）が 
読売書法展で「秀逸」受賞 ほか
■シリーズ
研究室探訪㉛ 日本近世史ゼミ 
谷戸佑紀准教授（文学部国史学科）
卒業生奮闘中 
競輪選手 佐藤大地さん 
（現代日本社会学部・令和 ４年 ３月卒）

歌
ご
よ
み

「馬のように勢いよく、駆け上がる年になれば」と齋藤学長

神奈川県小田原市で開催される「小田
原梅まつり」で執り行われる流鏑馬神事

予約不要
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令和 7年度皇學館大学
月例文化講座 実施報告
　令和 7年度の月例文化講座は文学部国文学
科が担当し、全 8回開催した。受講者数はの
べ581名（対面257名、オンデマンド324名）で、ア
ンケートでは約 9割が「わかりやすかった」
と回答した。並行して令和 6年度月例文化講
座のオンデマンド版をSNSで期間限定配信し、
671回の視聴があった。

茶道エッセイで
布藤綾乃さん（神道 4）が第 1席

　令和 7年度第46回学校茶道エッセイ学生の
部において、布藤綾乃さん（神道 4）の作品「茶
道に触れて感じたこと」が第 1席に入賞した。
作品は、茶道を通して得た精神的な成長と、日
本文化への気付きを丁寧に描いた内容である。
　友人に誘われて茶道部に入部した布藤さん
は当初、複雑な作法や膨大な知識に戸惑い、同
じ失敗を繰り返すことへの自責の念から、茶
道に対して強い恐怖心を抱いていたという。
しかし、淺沼宗博先生の指導のもと稽古を重
ねるうちに、その恐怖心は次第に和らぎ、茶
道の奥深さや楽しさを実感するようになった。
さらに茶道を通して日本文化の奥深さに触れ
るとともに、他者が点てた茶を味わい、自身
が点てた茶で仲間に喜んでもらいたいと願う
思いやりの心を育んだことも、大きな学びで
あったと振り返る。
　卒業後は神職として神社に奉職する予定。
「茶道で身につけた礼儀や作法を生かしてい
きたい」と抱負を語った。

日
本
近
世
史
ゼ
ミ

【
指
導
】
谷
戸 

佑
紀
准
教
授

文
学
部
国
史
学
科（
近
世
史
）

　公
立
校
と
初

伊
勢
高
等
学
校
と
連
携
協
定

　
本
学
と
三
重
県
立
伊
勢
高
等
学
校
は
１
月
14
日
、
教
育
交
流
・
連
携
に
関

す
る
協
定
を
締
結
し
た
。
本
協
定
は
本
学
が
同
校
の
Ｓ
Ｓ
Ｈ（
ス
ー
パ
ー
・
サ

イ
エ
ン
ス
・
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
）活
動
支
援
を
通
し
て
築
い
て
き
た
緊
密
な
協
力
関

係
と
実
績
を
基
盤
に
、連
携
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。今

後
は
本
協
定
に
基
づ
き
、
双
方
の
教
育
の
充
実
と
活
性
化
を
図
っ
て
い
く
。

　

本
学
に
と
っ
て
高
校
と
の
連
携
協
定

は
４
校
目
と
な
る
が
、
県
立
高
校
と
の

締
結
は
今
回
が
初
め
て
。背
景
に
は
、伊

勢
高
等
学
校
が
平
成
24
年
度
か
ら
指
定

さ
れ
て
い
る
Ｓ
Ｓ
Ｈ
（
ス
ー
パ
ー
・
サ
イ

エ
ン
ス
・
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
）事
業
に
お
い
て
、

本
学
教
育
学
部
の
中
松
豊
教
授
・
澤
友

美
准
教
授
率
い
る
生
物
学
ゼ
ミ
が
長
年

に
わ
た
り
探
究
学
習
な
ど
で
授
業
支
援

を
行
っ
て
き
た
実
績
が
あ
る
。

　

１
月
14
日
に
行
わ
れ
た
調
印
式
で
伊

勢
高
等
学
校
の
森
典
英
校
長
は
「
生
徒

の
学
び
や
成
長
が
、
よ
り
一
層
確
か
な

も
の
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
」

と
述
べ
た
。
こ
れ
に
対
し

齋
藤
平
学
長
は
「
教
育
上

の
実
質
的
な
連
携
が
実
績

と
し
て
あ
る
点
で
、
ま
さ

に
高
大
連
携
の
理
想
形
。

県
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
伊

勢
高
等
学
校
と
の
連
携
に

よ
っ
て
、
互
い
に
プ
ラ
ス

の
相
乗
効
果
が
生
ま
れ
る

は
ず
だ
」
と
話
し
た
。

　

今
後
は
、
本
学
教
員
に

よ
る
同
校
へ
の
出
張
講
義

を
は
じ
め
、
各
種
公
開
講

座
へ
の
高
校
生
の
受
け
入

れ
な
ど
、
具
体
的
な
連
携

活
動
を
通
じ
て
交
流
を
深

め
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

　式
年
遷
宮
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

神
道
研
究
所
公
開
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
式
年
遷
宮
の
聖
性
と
信
仰
」

　

令
和
７
年
12
月
20
日
、「
式
年
遷
宮
の

聖
性
と
信
仰
」
を
テ
ー
マ
に
神
道
研
究

所
が
公
開
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

し
た
。
神
道
研
究
所
で
は
過
去
に
「
伊

勢
神
宮
史
研
究
の
現
状
と
課
題
」（
第
13

回
、平
成
18
年
度
）、「
神
宮
祀
官
の
学
問
」

（
第
18
回
、平
成
23
年
度
）、「
古
代
の
祭
祀

と
伊
勢
神
宮
」（
第
21
回
、
平
成
26
年
度
）

と
神
宮
研
究
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
実
施
し
て
き
た
が
、
式
年
遷
宮
に
特

化
し
た
も
の
は
今
回
が
初
と
な
る
。

　

令
和
７
年
５
月
２
日
に
山
口
祭
・
木

本
祭
が
斎
行
さ
れ
、
令
和
15
年
秋
の
遷

御
の
儀
に
向
け
て
第
63
回
神
宮
式
年
遷

宮
が
い
よ
い
よ
始
ま
っ
た
。
こ
の
「
遷

宮
元
年
」
と
も
い
う
べ
き
年
に
「
神
宮

式
年
遷
宮
と
は
何
か
」
を
考
え
る
こ
と

は
、
神
宮
祭
祀
の
研
究
に
お
い
て
重
要

な
意
義
が
あ
る
と
い
え
る
。

　

ま
ず
牟
禮
仁
氏
（
深
志
神
社
宮
司
、
元

本
学
神
道
研
究
所
教
授
）
が
「
遷
宮
と
聖

性　

祖
型
と
展
開　

」
と
題
し
て
基
調

発
題
を
行
い
、
神
宮
式
年
遷
宮
の
祖
型

の
確
認
と
神
宮
の
聖
性
を
い
か
に
保
っ

て
き
た
の
か
を
論
じ
た
。
続
い
て
佐
野

真
人
准
教
授
（
本
学
研
究
開
発
推
進
セ
ン

タ
ー
副
セ
ン
タ
ー
長
）が「『
延
暦
儀
式
帳
』

時
代
の
式
年
遷
宮
」
と
の
演
題
で
平
安

時
代
初
期
の
式
年
遷
宮
の
様
相
と
変
遷

に
つ
い
て
提
示
し
、
音
羽
悟
氏（
神
宮
参

事
）が「
持
続
可
能
社
会
と
神
宮
の
自
給

自
足
」
を
テ
ー
マ
に
神
宮
林
や
御
萱
山

の
紹
介
、
持
続
可
能
な
式
年
遷
宮
制
に

つ
い
て
述
べ
た
。

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
櫻

井
治
男
本
学
名
誉
教
授
を
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
に
、
会
場
か
ら
の
質
疑
を
交
え

な
が
ら
、
式
年
遷
宮
が
ど
の
よ
う
に
継

承
・
展
開
・
変
遷
し
て
今
日
に
ま
で
受

け
継
が
れ
て
き
た
の
か
検
討
を
加
え
た
。

古
文
書
を
手
に

歴
史
の「
裏
側
」を
探
る

権
力
と
宗
教
の 

意
外
な
関
係

　

豊
臣
秀
吉
や
徳
川
家
康
と

い
っ
た
武
将
た
ち
は
、
武
力

の
み
で
天
下
を
統
一
し
た
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
彼
ら

は
神
社
仏
閣
を
保
護
し
、
宗

教
的
権
威
を
巧
み
に
用
い
る

こ
と
で
民
衆
の
心
を
つ
か
み
、

社
会
の
安
定
と
支
持
を
得
て

い
ま
し
た
。
本
ゼ
ミ
で
は
こ

う
し
た
歴
史
の
「
裏
側
」
を

読
み
解
く
こ
と
を
大
切
に
し

て
い
ま
す
。

古
文
書
解
読
と
い
う 

「
特
殊
技
能
」

　

歴
史
の
実
像
に
迫
る
た
め

に
重
視
し
て
い
る
の
が
、
当

時
の
人
々
が
残
し
た
古
文
書

を
解
読
す
る
実
践
で
す
。
３

年
次
に
は
豊
臣
秀
吉
が
発
給

し
た
文
書
を
講
読
し
ま
す
。

当
時
の
政
治
的
状
況
を
念
頭

に
入
れ
つ
つ
、
一
つ
ひ
と
つ

の
文
字
や
表
現
に
こ
だ
わ
っ

て
内
容
を
検
討
す
る
こ
と
で
、

激
動
の
時
代
を
生
き
た
人
物

の
等
身
大
の
姿
に
迫
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。ま
た
、未
翻
刻

史
料
の
読
解
に
も
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。た
と
え
ば
、史
料

調
査
の
レ
ポ
ー
ト
で
は
、
神

宮
文
庫
に
伝
わ
る
古
文
書
を

調
べ
て
内
容
を
ま
と
め
る
と

い
う
こ
と
を
行
っ
て
い
ま
す
。

未
知
の
史
料
を
探
し
出
し
、

本
物
の
古
文
書
に
触
れ
つ
つ
、

く
ず
し
字
を
解
読
し
な
が
ら

読
み
進
め
る
経
験
は
、
過
去

と
直
接
対
話
す
る
た
め
の
確

か
な
力
を
養
い
ま
す
。

立
体
的
な 

歴
史
像
を
構
築

　

本
ゼ
ミ
の
探
究
は

文
字
史
料
に
留
ま
り

ま
せ
ん
。
道
具
や
衣

装
な
ど
の
「
モ
ノ
資

料
」
へ
の
注
目
に
加

え
、
史
跡
を
訪
ね
る

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

も
重
視
し
て
い
ま
す
。

城
郭
や
鉱
山
跡
な
ど
実
際
の

歴
史
の
舞
台
に
立
ち
、
そ
の

土
地
の
空
気
を
体
感
す
る
こ

と
で
、
知
識
は
平
面
的
な
理

解
か
ら
、
奥
行
き
の
あ
る
立

体
的
な
歴
史
像
へ
と
深
化
し

て
い
き
ま
す
。

歴
史
を
学
び
、

未
来
に
生
か
す

　

歴
史
は
決
し
て
過
去
の
も

の
で
は
な
く
、
伊
勢
の
方
言

「
い
ろ
う（
触
る
）」
が
江
戸
時

代
の
古
文
書
に
も
登
場
す
る

よ
う
に
、
現
在
と
地
続
き
で

す
。
歴
史
を
学
ぶ
こ
と
は
現

代
社
会
の
根
源
を
理
解
し
、

自
ら
の
立
ち
位
置
を
見
つ
め

直
す
羅
針
盤
と
な
り
ま
す
。

断
片
的
な
史
料
を
つ
な
ぎ
合

わ
せ
、
自
ら
歴
史
を
再
構
築

す
る
知
的
冒
険
を
通
じ
て
培

わ
れ
る
多
角
的
な
視
点
と
探

究
力
は
、さ
ま
ざ
ま
な
業
界
・

分
野
で
活
躍
す
る
力
と
な
る

で
し
ょ
う
。

研■究■室
■探■訪■
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倉
田
山

春
秋

卒業生奮闘中 !

卒業生奮闘中 !

卒業
生
闘中!奮

卒業生

闘中!奮

私の
学生
時代

私
の

学
生
時
代

私の
学生
時代

アクティブ スチューデントActive Student

皇
學
館
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

皇
學
館

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

K
O
G
A
K
K
A
N
L
I
B
R
A
R
Y

宝
箱

皇
學
館

宝
箱

皇
學
館

学
生
の
成
果
発
表
の
概
要

【
浦
田
萌
杏
さ
ん
】他
国
の
学
生
は
自
分
の
意
見
や
意

思
を
は
っ
き
り
と
表
現
し
、行
動
に
移
す
力
が
高
い

と
感
じ
た
。
周
囲
の
目
を
気
に
し
て
行
動
を
た
め
ら

い
が
ち
な
日
本
と
の
違
い
を
通
し
て
、主
体
的
に
発

信
し
行
動
す
る
姿
勢
の
重
要
性
を
強
く
意
識
す
る
よ

う
に
な
っ
た
。

【
堀
綾
花
さ
ん
】日
本
で
は
、食
事
や
治
安
の
良
さ
、公

衆
ト
イ
レ
の
清
潔
さ
な
ど
、暮
ら
し
や
す
い
環
境
が

整
っ
て
い
る
こ
と
を
改
め
て
実
感
し
た
。
一
方
で
、マ

レ
ー
シ
ア
で
は
失
敗
を
恥
と
捉
え
ず
、挑
戦
し
た
結

果
と
し
て
自
然
に
受
け
止
め
る
雰
囲
気
が
あ
り
、新

し
い
こ
と
へ
の
挑
戦
や
前
向
き
な
行
動
に
つ
な
が
っ

て
い
る
と
感
じ
た
。

【
西
川
輝
さ
ん
】海
外
で
の
経
験
は
、知
識
の
増
加
や

異
文
化
理
解
だ
け
で
な
く
、環
境
の
変
化
に
よ
っ
て

思
考
や
行
動
が
変
わ
る
の
が
大
き
な
価
値
だ
と
感
じ

た
。
異
文
化
の
中
で
行
動
や
選
択
を
重
ね
る
こ
と
で

自
分
の
軸
が
磨
か
れ
、新
た
な
挑
戦
に
踏
み
出
す
主

体
性
と
自
信
を
育
む
。
海
外
経
験
と
は
外
の
世
界
を

見
る
と
同
時
に
、内
側
の
自
分
を
更
新
す
る
旅
。

第65期学友会が発足
　第65期学友会が発足し、 1月22日に任命式
が行われた。齋藤平学長から任命状を授与さ
れたのは、総勢15名。総務委員長に就任した
平岩和真さんは、「学生の皆さんがより良い大
学生活を送れるように努力していきます。ま
た、多くの学生と一緒に倉陵祭や学友会イベ
ントを企画・運営していきたいと考えており
ますので、よろしくお願いいたします」と抱
負を語った。

令和 7年度 春季フィールドワーク
　フィールドワークは演習科目（ゼミ）の一環
として、主に 3年次生対象に実施し、教室で
は得られない学びを体感・体得することを目
的としています。春季フィールドワークは下
記の通り。

　多
文
化
交
流
で
国
際
人
材
を
育
成

　

本
学
で
は
真
の
国
際
人
材
を
養
成
す
る
た

め
、
多
文
化
交
流
の
推
進
に
力
を
注
い
で
い

る
。

　

現
代
日
本
社
会
学
部
の
藤
井
恭
子
教
授
、

瓜
田
理
子
准
教
授
が
中
心
と
な
っ
て
運
営
し

て
い
る「
多
文
化
研
究
部
会
」（
例
会
は
月
１
回

程
度
、
昼
休
み
に
開
催
）
は
、
学
生
と
教
員
が

通
常
の
講
義
と
は
別
に
集
い
、研
究
・
発
表
・

意
見
交
換
を
行
う
学
び
の
場
で
あ
る
。
学
生

は
世
界
の
多
様
な
言
語
、
文
化
、
宗
教
、
社

会
に
つ
い
て
学
び
、
発
表
を
通
し
て
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

能
力
の
向
上
を
図
る
。
１
月
20
日
に
浦
田
萌

杏
さ
ん（
現
日
２
）、
堀
綾
花
さ
ん（
現
日
２
）、

23
日
に
西
川
輝
さ
ん（
現
日
２
）が
成
果
発
表

を
行
い
、
マ
レ
ー
シ
ア
や
イ
ン
ド
な
ど
そ
れ

ぞ
れ
異
文
化
の
中
で
得
た
気
付
き
や
課
題
を

共
有
し
た
。

　

ま
た
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
ワ
ル
シ
ャ
ワ
大
学

日
本
語
学
科
の
ナ
ブ
ロ
ツ
カ
・
モ
ニ
カ
さ
ん

は
篠
田
学
術
振
興
基
金
を
活
用
し
て
本
学
に

滞
在
し
た（
１
月
19
日
～
２
月
15
日
）。
モ
ニ
カ

さ
ん
は
日
本
の
食
文
化
を
研
究
し
て
お
り
、

特
に
神
社
に
供
え
ら
れ
る
神
饌
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
る
た
め
来
学
。
神
社
で
行
わ
れ
る

庖
丁
式
の
研
究
を
進
め
、
外
国
人
と
し
て
初

め
て
師
範
免
許
を
取
得
し
た
。
滞
在
中
は
内

宮
神
楽
殿
で
の
御
神
楽
奉
納
や
神
事
を
見
学
。

発
表
で
は
、
神
道
と
日
本
の
食
文
化
と
の
深

い
結
び
付
き

に
つ
い
て
考

察
す
る
と
と
も
に
、

実
際
に
包
丁
式
に

参
加
し
た
体
験
に
も

触
れ
た
。
さ
ら
に

今
後
は
御
師
等
の

研
究
に
つ
い
て
も
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
意
欲
を
語
っ
た
。

　

本
学
で
は
今
後
も
国
際
的
な
学
び
と
交
流

を
通
じ
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
で
き
る
人
材

の
育
成
を
図
る
。

学科 目的地・方面 日　　程 引率教員
国　内

教

育

大分・福岡 ２ /24㈫〜 ２ /27㈮
井 上 兼 一
渡 邊　　毅

東京 ２ /19㈭〜 ２ /22㈰ 市 田 敏 之

沖縄 ２ /24㈫〜 ２ /26㈭
上 野 祐 一
野々垣 明 子

北海道 ２ /23㈪〜 ２ /26㈭ 片 山 靖 富
福岡・長崎 ２ /24㈫〜 ２ /27㈮ 加 藤 純 一
沖縄 ２ /23㈪〜 ２ /26㈭ 中 條 敦 仁

沖縄 ２ /23㈪〜 ２ /26㈭
豊 住　　誠
吉 田 明 弘

徳島・愛媛・広島 ２ /23㈪〜 ２ /25㈬ 萩 原 浩 司
北海道 ２ /24㈫〜 ２ /27㈮ 吉 田 直 樹

海　外
国
史 韓国（ソウル） ２ /24㈫〜 ２ /26㈭

谷 口 裕 信
堀 内 淳 一

教

育

韓国 ２ /24㈫〜 ２ /27㈮

大 杉 成 喜
小 川 真由子
金 戸 憲 子
駒 田 聡 子
高 橋 摩衣子
渡 邉 賢 二

タイ（バンコク） ２ /21㈯〜 ２ /25㈬ 佐 藤 武 尊

　3
年
生
が
英
語
で

伊
勢
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー�

皇
學
館
中
学
校

　

令
和
7
年
12
月
10
日
、
皇
學
館
中
学
校

３
年
生
に
よ
る
「
英
語
で
伊
勢
ガ
イ
ド
ツ

ア
ー
」
を
実
施
し
た
。
こ
の
ツ
ア
ー
は
英

語
運
用
能
力
の
向
上
と
、
自
国
文
化
な
ら

び
に
他
国
文
化
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
。
今
年
度
は
マ
ラ
ウ

イ
、タ
イ
、ミ
ャ
ン
マ
ー
出
身
の
留
学
生
を

迎
え
、
生
徒
が
英
語
で
内
宮
と
お
は
ら
い

町
を
案
内
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
事
前
に
準
備
し
た
ガ
イ
ド

原
稿
を
基
に
、伊
勢
神
宮
の
歴
史
や
手
水
・

参
拝
の
作
法
を
説
明
し
た
ほ
か
、
昼
食
時

や
町
歩
き
の
際
に
は
て
こ
ね
寿
司
や
伊
勢

う
ど
ん
と
い
っ
た
伊
勢
の
名
物
に
つ
い
て

も
英
語
で
紹
介
し
た
。
留
学
生
か
ら
は
積

極
的
に
質
問
が
寄
せ
ら
れ
、
生
徒
に
気
さ

く
に
声
を
掛

け
る
場
面
も

多
く
見
ら
れ

る
な
ど
、
随

所
で
活
発
な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
が

交
わ
さ
れ
た
。

　

限
ら
れ
た
時
間
で
は
あ
っ
た
が
、
ジ
ェ

ス
チ
ャ
ー
を
交
え
な
が
ら
懸
命
に
英
語
で

伝
え
よ
う
と
す
る
生
徒
の
姿
か
ら
は
大
き

な
成
長
と
頼
も
し
さ
が
感
じ
ら
れ
た
。
本

ツ
ア
ー
は
生
徒
に
と
っ
て
国
や
言
語
の
違

い
を
超
え
て
交
流
を
深
め
る
、
実
り
多
い

機
会
と
な
っ
た
と
い
え
る
。
ツ
ア
ー
終
了

後
に
は
事
後
学
習
と
し
て
、
各
グ
ル
ー
プ

が
担
当
し
た
留
学
生
に
つ
い
て
ま
と
め
た

「
留
学
生
紹
介
シ
ー
ト
」
を
作
成
し
、
情
報

の
共
有
を
図
っ
た
。

　

こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
オ
ン
ラ
イ
ン

英
会
話
や
国
際
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
の
学

び
を
生
か
し
、
英
語
に
よ
る
実
践
的
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
異
文
化
交
流
を
体

験
す
る
機
会
と
な
っ
た
今
回
。
今
後
も
自

国
文
化
の
発
信
と
他
国
文
化
へ
の
理
解
を

深
め
、多
様
な
価
値
観
に
触
れ
な
が
ら
、国

際
的
な
視
野
を
一
層
広
げ
て
い
く
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
。

佐
藤 

大
地
さ
ん

現
代
日
本
社
会
学
科（
大
学
57
期
・
令
和
４
年
３
月
）卒

競
輪
選
手（
松
阪
競
輪 

三
重
Ａ
級
２
班
）

　

子
ど
も
の
こ
ろ
か

ら
野
球
一
筋
だ
っ
た

私
は
、
皇
學
館
大
学

で
も
硬
式
野
球
部
に

所
属
し
、
実
業
団
チ

ー
ム
へ
の
入
団
が
決

ま
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
３
年
生
の

夏
に
左
肩
を
故
障
し
、

内
定
を
辞
退
。
プ
ロ

ス
ポ
ー
ツ
の
道
を
模
索
す
る
中
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
競
技
出
身
の
選
手
が

活
躍
し
て
い
る
印
象
だ
っ
た
競
輪

の
世
界
に
飛
び
込
む
決
意
を
し
ま

し
た
。
在
学
中
に
挑
戦
し
た
養
成

所
の
入
学
試
験
は
不
合
格
で
し
た

が
、２
度
目
で
合
格
。令
和
６
年
に

プ
ロ
デ
ビ
ュ
ー
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

現
在
の
生
活
は
、
ま
さ
に
競
輪

中
心
で
す
。
練
習
日
は
朝
４
時
半

に
起
床
し
、
６
時
か
ら
個
人
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
を
開
始
。
９
時
か
ら
13

時
ま
で
全
体
練
習
に
取
り
組
み
、

昼
食
を
挟
ん
で
14
時
か
ら
17
時
ま

で
再
び
競
輪
場
へ
。
帰
宅
後
は
家

族
と
過
ご
し
、
21
時
に
は
就
寝
し

ま
す
。

　

練
習
で
は
先
輩
た
ち
の
脚
力
に

圧
倒
さ
れ
る
場
面
も
あ
り
ま
す
が
、

「
な
り
た
い
自
分
」に
な
る
た
め
に
、

挫
折
し
て
い
る
暇
は
あ
り
ま
せ
ん
。

座
り
方
、
立
ち
方
、
一
挙
手
一
投

足
す
べ
て
が
競
輪
の
力
に
繋
が
る

と
考
え
、
24
時
間
プ
ロ
と
し
て
過

ご
し
て
い
ま
す
。

　

野
球
部
時
代
か
ら
、
常
に
「
考

え
る
こ
と
」
を
大
切
に
し
て
き
ま

し
た
。
客
観
的
な
自
己
分
析
と
自

問
自
答
を
繰
り
返
す
姿
勢
は
今
も

変
わ
り
ま
せ
ん
。
卒
業
論
文
の
テ

ー
マ
に
選
ん
だ
「
レ
ジ
リ
エ
ン
ス

（
逆
境
か
ら
立
ち
直
る
力
）」
を
ま
さ

に
今
、
体
現
し
て
い
ま
す
。

　

後
輩
の
皆
さ
ん
に
は
、
ぜ
ひ
何

か
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

一
度
「
本
気
を
出
し
切
る
癖
」
が

付
け
ば
、
ど
ん
な
困
難
も
乗
り
越

え
ら
れ
ま
す
。
私
の
目
標
は
、
プ

ロ
競
輪
選
手
約
２
４
０
０
名
の
頂

点
、
わ
ず
か
９
名
し
か
冠
す
る
こ

と
の
で
き
な
い
最
高
峰
の
称
号

「
Ｓ
級
Ｓ
班
」で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、

た
だ
ひ
た
す
ら
に
、
己
を
磨
き
続

け
ま
す
。

英語の生きた学びの機会となった

デビュー戦を初優勝で飾った佐藤選手

卓越したダッシュ力が武器

内宮前で留学生たちと記念撮影

左から浦田さん、堀さん、西川さん

総務委員長 平　岩　和　真（国史 ２）
総務副委員長 川　島　崚　雅（国史 ２）
会 計 委 員 落　合　聖里奈（国史 ２）
庶 務 委 員 石　垣　里　菜（教育 ２）

髙　濵　瑛　太（現日 ２）
小　沼　かれん（神道 １）
纐　纈　真　桜（神道 １）
服　鳥　　　晶（神道 １）
森　　　麗　恩（神道 １）
小　林　聖　弥（国史 １）
平　川　礼　桜（国史 １）
河　村　ひなた（コミ１）
神　嵜　友　希（コミ１）
古　川　真　優（教育 １）
増　田　菜　々（現日 １）

インフォメーション

スポーツ

アカデミック

グローバル

地 域 連 携

カルチャー＆スポーツ

ベント＆エデュケーション
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福祉の魅力、学生が発信

「めっちゃええやん! コンテスト」で
現日チームが審査員特別賞

令和 ６ 年度 月例文化講座 講演叢書
第２１６輯〜第２２１輯 伊勢と御遷宮
板井正斉　橋本雅之　松本　丘
中山　郁　髙野裕基　河野　訓著
Ｂ６判
定価３,０００円（本体価格３,３００円）

第63回式年遷宮の始まりの年に
あたり、神道学科教員があらため
て歴史や魅力をわかりやすく解説�
した。

　学
生
が
橿
原
神
宮
宝
物
館
で
企
画
展

　
本
学
で
は
橿
原
神
宮
宝
物
館
の
全
面
協
力
の
も
と
、
学
生
が
同
館
の
展
示
を
担
う
実

践
的
な
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム「
博
物
館
実
習
Ⅱ
」（
長
谷
川
怜
国
史
学
科
准
教
授
・
髙
野
裕
基
神

道
学
科
准
教
授
担
当
）を
実
施
し
て
い
る
。
令
和
７
年
11
月
に
開
催
さ
れ
た
企
画
展「
神
々

に
捧
げ
る
歌
舞
」
で
は
学
生
に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
も
実
施
さ
れ
、
約
１
カ
月
の

会
期
で
１
０
６
２
人
の
来
場
者
を
記
録
。
読
売
新
聞
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
る
な
ど
大
き

な
反
響
を
呼
ん
だ
。

　

本
実
習
の
発
端
は
、長
谷
川
准
教
授
が『
橿

原
神
宮
史〈
続
編
〉』『
神
武
天
皇
論
』
の
編
纂

に
関
わ
っ
た
後
に
諸
資
料
の
活
用
を
図
る
た

め
、
橿
原
神
宮
宝
物
館
の
展
示
を
担
当
す
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
あ
る
。
当
初
、
設
営

に
は
学
生
有
志
が
参
加
し
て
い
た
が
、
令
和

６
年
度
か
ら
は
神
道
学
科
お
よ
び
神
職
課
程

履
修
者
を
対
象
と
す
る
博
物
館
実
習
の
ク
ラ

ス
が
開
講
さ
れ
、
授
業
の
一
環
と
し
て
展
覧

会
の
企
画
を
担
う
こ
と
に
な
っ
た
。
学
生
は

３
年
次
後
半
か
ら
約
１
年
を
か
け
、
現
役
の

神
職
や
学
芸
員
の
指
導
の
も
と
、
企
画
立
案

や
史
資
料
調
査
、
解
説
パ
ネ
ル
、
広
報
物
の

作
成
に
取
り
組
む
。

█

神
社
の
教
化
活
動
の
一
翼
を
担
え
る
神
職
に

█

現
場
で
こ
そ
得
ら
れ
る
学
び

　

釜
本
奏
太
朗
さ
ん（
神
道
４
）は
実
習
を
振

り
返
り
、「
大
き
な
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
は
あ
っ
た

が
、
や
り
遂
げ
た
と
き
の
達
成
感
は
ひ
と
し

お
だ
っ
た
」
と
語
る
。
特
に
苦
労
し
た
の
は

展
示
構
成
で
、
資
料
を
並
べ
る
だ
け
で
な
く
、

企
画
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
全
体
の
流
れ
を
組
み

立
て
、
資
料
を
選
定
す
る
作
業
に
苦
心
し
た
。

髙
野
准
教
授
か
ら
の
「
展
示
構
成
は
論
文
と

同
じ
」
と
の
助
言
の
真
意
を
理
解
す
る
ま
で

に
、
数
カ
月
に
わ
た
る
試
行
錯
誤
を
重
ね
た

と
い
う
。
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
の
誤
字
修
正
や
展

示
配
置
の
変
更
な
ど
臨
機
応
変
な
対
応
を
求

め
ら
れ
る
場
面
も
多
く
、「
現
場
で
は
迅
速
で

柔
軟
な
判
断
力
が
不
可
欠
。
し
か
し
、
そ
の

　

博
物
館
を
設
置
し
て
い
る
神
社
は
少
な
く

な
い
。
し
か
し
、
そ
の
多
く
は
専
任
学
芸
員

不
足
な
ど
の
課
題
を
抱
え
る
。
長
谷
川
准
教

授
と
髙
野
准
教
授
は
「
神
社
博
物
館
は
神
道

教
化
の
場
で
あ
る
と
同
時
に
、
地
域
に
根
差

し
た
郷
土
博
物
館
で
も
あ
る
。
神
宝
を
守
る

だ
け
で
な
く
、
そ
の
歴
史
や
価
値
を
次
世
代

へ
正
し
く
継
承
し
、
発
信
で
き
る
『
即
戦
力

と
な
る
神
職
』
の
育
成
が
重
要
」
と
実
習
の

意
義
を
強
調
す
る
。
実
際
の
現
場
で
神
職
や

学
芸
員
と
協
働
し
な
が
ら
展
示
制
作
に
携
わ

る
本
実
習
は
、
将
来
の
奉
職
を
見
据
え
た
貴

重
な
学
び
の
機
会
と
な
っ
て
い
る
。
本
学
は

今
後
も
確
か
な
知
識
と
実
践
力
を
備
え
た
神

職
の
育
成
に
向
け
、
教
育
内
容
の
さ
ら
な
る

充
実
を
図
っ
て
い
く
。

　

福
祉
現
場
の
魅

力
を
再
発
見
す
る

「
第
２
回
め
っ
ち

ゃ
え
え
や
ん
!
コ

ン
テ
ス
ト
」
が
令

和
７
年
12
月
７
日
、
紀
宝
町
で
開
催

さ
れ
た
。
熊
野
市
・
御
浜
町
・
紀
宝

町
の
各
社
会
福
祉
協
議
会
が
共
催
す

る
同
コ
ン
テ
ス
ト
に
、
本
学
か
ら
現

代
日
本
社
会
学
科
３
年「
大
井
ゼ
ミ
・

中
野
ゼ
ミ
チ
ー
ム
」（
太
田
凌
介
さ
ん
、

中
野
華
さ
ん
、
西
川
亮
太
さ
ん
、
福
井
恒

晴
さ
ん
）が
出
場
。
新
設
の
「
学
生
部

門
」
で
審
査
員
特
別
賞
を
受
賞
し
た
。

　

本
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
福
祉
従
事
者

が
自
ら
の
職
場
の
や
り
が
い
を
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
に
発
信
す
る
催
し
だ
。
今
年

度
か
ら
始
ま
っ

た
学
生
部
門

（
午
前
の
部
）
で

は
外
部
の
視
点

で
現
場
を
取
材

し
、
そ
の
価
値

を
言
語
化
す
る

こ
と
が
求
め
ら

れ
た
。な
お
、本

学
現
代
日
本
社

会
学
科
の
大
井

智
香
子
准
教
授

は
、
一
次
審
査

を
通
過
し
た
事

業
所
が
発
表
す

る
事
業
所
部
門

（
午
後
の
部
）の
審
査
員
を
務
め
た
。

　

本
学
チ
ー
ム
は
紀
宝
町
の
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
「
宅
老
所
つ
ど
い
」
を
取
材
。

家
庭
的
な
空
間
で
日
々
の
暮
ら
し
が

丁
寧
に
営
ま
れ
て
い
る
点
や
、
畑
作

業
な
ど
を
通
じ
て
利
用
者
が「
役
割
」

を
持
ち
続
け
ら
れ
る
仕
組
み
、
地
域

と
の
自
然
な
つ
な
が
り
に
着
目
し
た
。

発
表
で
は
利
用
者
が
育
て
た
食
材
を

子
ど
も
た
ち
と
調
理
す
る
世
代
間
交

流
の
提
案
も
行
い
、
そ
の
鋭
い
観
察

眼
と
提
言
が
高
く
評
価
さ
れ
た
。

　

メ
ン
バ
ー
の
福
井
さ
ん
は
「
職
員

の
方
々
の
熱
意
に
触
れ
、
外
か
ら
は

見
え
に
く
い
現
場
の
輝
き
を
ど
う
言

葉
で
伝
え
る
か
深
く
考
え
る
貴
重
な

経
験
に
な
っ
た
」
と
語
っ
た
。

力
は
資
料
へ
の
深
い
理
解
や
設
備
の
把
握
と

い
っ
た
綿
密
な
事
前
準
備
が
あ
っ
て
こ
そ
発

揮
で
き
る
」
と
実
感
を
込
め
た
。

　

赤
堀
寛
弥
さ
ん（
神
道
４
）は
「
学
芸
員
の

仕
事
の
奥
深
さ
と
責
任
の
重
さ
を
痛
感
し

た
」
と
述
べ
る
。
中
で
も
難
し
か
っ
た
の
が
、

プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
や
解
説
文
の
作
成
だ
。「
中

学
生
に
も
伝
わ
る
文
章
」
を
目
標
に
掲
げ
つ

つ
、
神
職
の
方
々
に
も
違
和
感
の
な
い
表
現

と
の
両
立
に
取
り
組
ん
だ
。
専
門
用
語
の
言

い
換
え
や
構
成
の
見
直
し
を
重
ね
、
先
生
や

橿
原
神
宮
職
員
と
の
対
話
を
通
じ
て
言
葉
一

つ
ひ
と
つ
を
練
り
上
げ
て
い
っ
た
。
宝
物
に

触
れ
る
貴
重
な
機
会
で
あ
る
一
方
、
一
度
破

損
し
た
ら
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
も
の
で
あ

る
と
の
意
識
を
持
っ
て
事
前
調
査
や
設
営
に

取
り
組
ん
だ
と
い
う
。
さ
ら
に
、
組
織
で
展

示
を
完
成
さ
せ
る
過
程
を
通
し
て
対
話
力
や

◤臨床心理学覚書髙沢佳司著
Ａ４判�
定価１,２８０円（本体価格１,４０８円）

公認心理師学部段階カリキュラ
ムの「臨床心理学概論」「心理的
アセスメント」、および心理学の卒業論文執筆まで
これ1冊でカバー。

お問い合わせ先
皇學館大学出版部　TEL ０５９６-22-６３２０
ご注文の際は、出版部ホームページ 

（右記のコードからアクセスできます）から
お申込みください。
http://shuppan.kogakkan-u.ac.jp/

新 刊 の ご 案 内

開催のお知らせ

令和 ７年度
伊勢志摩定住
自立圏共生学
教育プログラム
学修成果発表会

３月10日●火 12：45〜17：30
※予定は前後する場合がございます。

皇學館大学 ６２１教室
事前申込制 � 詳細・参加申込▶

第 １部  地域志向研究発表会� 13：00〜
「伊勢志摩定住自立圏共生学」副専攻履修
学生が自らの専門領域と圏域の課題を結び
つけて作成した卒業論文（研究）を中心に地
域課題についての ４年間の学びを総括して
発表します。

第 2部  CLL活動報告会� 14：00〜

◦ポスターセッションの部
ポスターセッションでの意見交換を通じ、
学生・参加者間の交流を深めます。参加
者投票によるポスター賞の表彰を行い�
ます。

◦口頭発表の部
選抜された活動が、令和 ７ 年度 １ 年間の
活動をまとめ、発表します。参加者投票に
よるオーディエンス賞の表彰を行います。

第 3部  表彰式・閉会式� 16：15〜

◦活動報告発表オーディエンス賞、�
ポスター賞
◦伊勢志摩定住自立圏共生学Ⅰ・Ⅱレポー
ト市町賞

発表会終了後、参加者交流会を開催します。
どなたでも参加いただけます。活動・年代の枠
を超え、交流を深めましょう!（終了予定 17：30頃）

会費：学生500円、一般1,000円
　　　当日、受付にて頂戴します。

【お問合せ】皇學館大学地域課題学修支援室
TEL０５９６-22-８５４２� E-mail coc@kogakkan-u.ac.jp

協
調
性
の
重
要
性
も
学
ん
だ
。「
学
芸
員
も
神

職
も
、
人
に
何
か
を
伝
え
る
仕
事
。
情
報
を

的
確
に
発
信
す
る
力
の
大
切
さ
を
強
く
感
じ

た
」
と
話
し
た
。

紀宝町生涯学習センター「まなびの郷」で開催された

信仰の対象、または信仰に基づき奉納された
展示品

現場の空気を肌で感じ、神社博物館の現状や課題、可能性について学べる貴
重な機会になっている

昨年度の発表の様子
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❖
神
社
実
習
報
告
❖

確
認
の
重
み

【
実
習
先
】奈
良
県
・
大
神
神
社�

神
道
学
科
２
年　

井
上
陸
斗

　

幼
い
頃
よ
り
出
雲
大
社
に
折
に
触

れ
参
拝
し
、
お
正
月
に
は
大
山
阿
夫

利
神
社
へ
足
を
運
ぶ
な
ど
、
神
社
と

深
く
関
わ
る
家
庭
で
育
ち
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
で
自
然
と
神
道
に
興

味
を
持
ち
、
学
び
た
い
と
考
え
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

実
習
で
は
授
与
品
の
お
渡
し
や
包

装
、
お
み
く
じ
の
受
付
を
担
当
し
ま

し
た
。

　

正
月
の
神
社
に
は
氏
子
崇
敬
者
だ

け
で
な
く
、
観
光
客
や
歴
史
的
建
造

物
の
見
学
者
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
目

的
を
持
つ
参
拝
者
が
訪
れ
ま
す
。
そ

の
た
め
、
時
に
は
専
門
的
な
質
問
を

受
け
る
こ
と
も
あ
り
、
決
め
ら
れ
た

作
業
を
繰
り
返
す
だ
け
で
は
務
ま
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
白
衣
白
袴
を
身
に

着
け
れ
ば
神
職
と
し
て
見
ら
れ
て
し

ま
う
た
め
姿
勢
や
所
作
、
心
構
え
に

常
に
気
を
配
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

神
職
と
は
、
目
に
は
見
え
な
い
神

様
の
存
在
を
人
々
に
示
し
、
神
様
を

よ
り
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
導
く

架
け
橋
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
厳
か

さ
の
中
に
も
親
し
み
を
感
じ
て
い
た

だ
け
る
雰
囲
気
を
大
切
に
し
、
よ
り

丁
寧
な
言
葉
遣
い
を
心
掛
け
る
な
ど
、

神
職
に
ふ
さ
わ
し
い
姿
勢
、
態
度
を

磨
い
て
い
き
た
い
で
す
。

　

神
職
と

し
て
奉
職

す
る
父
の

姿
に
憧
れ
、

私
も
神
職

を
志
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

実
習
期
間
中
は
、
朝
拝
や
境
内
の

清
掃
、
御
守
り
や
お
下
が
り
の
授
与

な
ど
、
年
末
年
始
の
奉
仕
を
幅
広
く

経
験
し
ま
し
た
。

　

準
備
や
清
掃
に
追
わ
れ
る
中
で
、

強
く
心
に
残
っ
た
の
は
「
確
認
」
の

重
み
で
す
。
万
全
を
期
し
た
は
ず
が

思
い
が
け
な
い
不
備
が
見
つ
か
っ
た

こ
と
で
、
数
の
確
認
と
い
っ
た
形
式

的
な
確
認
に
と
ど
ま
ら
ず
、「
神
前
に

供
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
か
」「
そ
れ
を

受
け
取
る
参
拝
者
は
ど
の
よ
う
に
感

じ
る
か
」
と
、
先
に
あ
る
情
景
ま
で

想
像
し
な
が
ら
確
認
す
る
姿
勢
が
不

可
欠
で
あ
る
こ
と
を
痛
感
し
ま
し
た
。

こ
の
経
験
は
、
日
々
の
作
業
を
漫
然

と
こ
な
す
姿
勢
か
ら
、
神
職
と
し
て

の
自
覚
を
も
っ
て
奉
仕
す
る
在
り
方

へ
と
意
識
を
転
換
さ
せ
る
契
機
と
な

り
ま
し
た
。

　

実
習
で
培
っ
た
、
目
に
見
え
な
い

細
部
へ
の
配
慮
に
基
づ
く
想
像
力
と
、

全
体
を
見
渡
す
自
覚
的
な
視
野
は
、

神
職
の
道
に
限
ら
ず
、
社
会
生
活
に

お
い
て
も
指
針
と
な
る
も
の
だ
と
感

じ
て
い
ま
す
。
こ
の
貴
重
な
学
び
を

胸
に
、
今
後
も
研
鑽
を
重
ね
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

神
職
に
ふ
さ
わ
し
い
姿
勢・所
作・態
度
を
磨
く

【
実
習
先
】愛
知
県
・
熱
田
神
宮�

神
道
学
科
２
年　

林
　

知

穂

▔市川 

洸
太（
教
育
）

【
内
定
先
】高
校
英
語（
三
重
県
）

❶
英
語
を
学
ぶ
楽
し
さ
を
教

え
た
い
と
高
校
英
語
教
員
を

志
願
。
専
門
的
な
知
識
や
技

能
を
修
得
す
る
た
め
、
大
学

時
代
の
ほ
と
ん
ど
を
英
語
学

習
に
充
て
た
。
専
門
書
を
読

ん
だ
り
模
擬
授
業
を
繰
り
返

し
行
っ
た
り
と
、
英
語
教
育

に
関
す
る
見
識
を
深
め
た
。

❷
相
手
に
伝
え
る
こ
と
の
難

し
さ
を
実
感
し
、
生
徒
が
理

解
し
楽
し
く
学
べ
る
よ
う
に

意
識
す
る
こ
と
。
面
接
練
習

で
の
的
確
な
ア
ド
バ
イ
ス
や

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
は
場
面
指

導
の
際
と
て
も
役
立
っ
た
。

❸
早
め
の
対
策
を
。
面
接
練

習
や
論
作
文
指
導
は
早
く
か

ら
受
け
て
お
こ
う
。

▔田邉 

保
直（
国
文
）

【
内
定
先
】中
学
校
国
語（
三
重
県
）

❶
日
々
の
授
業
を
通
し
て
国

語
の
専
門
性
を
高
め
る
と
と

も
に
、
対
策
講
座
は
現
職
の

先
生
と
関
わ
れ
る
機
会
も
あ

る
の
で
、
全
て
に
参
加
す
る

よ
う
に
し
て
い
た
。

❷
倉
志
会
に
参
加
す
る
こ
と

で
国
語
科
の
専
門
的
な
知
識

や
教
職
に
関
す
る
幅
広
い
知

識
を
得
ら
れ
た
。
模
擬
授
業

や
面
接
練
習
な
ど
同
じ
目
標

を
持
つ
仲
間
と
切
磋
琢
磨
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

❸
子
ど
も
と
接
す
る
機
会
を

増
や
す
、
筆
記
試
験
の
勉
強

な
ど
、
で
き
る
こ
と
は
早
め

に
行
動
す
る
こ
と
が
大
切
。

▔藤原
　
瑶（
コ
ミ
）

【
内
定
先
】三
重
県
小
学
校

❶
研
究
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た

最
新
の
英
語
教
育
を
学
ぶ
こ

と
で
、
よ
り
専
門
的
な
視
点

で
興
味
・
関
心
を
持
つ
こ
と

が
で
き
た
。
多
様
な
背
景
を

持
つ
子
ど
も
へ
の
理
解
を
深

め
る
こ
と
も
で
き
た
。

❷
国
内
外
の
教
育
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
や
国
際
交
流
事
業
に
参

加
す
る
こ
と
で
視
野
が
広
が

り
、
ど
ん
な
環
境
で
も
粘
り

強
く
対
応
で
き
る
力
が
身
に

付
い
た
。

❸
教
員
採
用
試
験
は
長
期
戦

で
あ
り
情
報
戦
。「
周
囲
を
頼

る
力
」
も
大
切
な
受
験
技
術
。

始
め
る
の
に
早
す
ぎ
る
こ
と

は
な
い
。

内
定
者
ボ
イ
ス

早
め
の
準
備
が
カ
ギ
と
な
る
就
職
活
動
。今
回
は
神
職
、教
職
、公
務
員
、企
業・団
体
の

内
定
を
獲
得
し
た
先
輩
た
ち
の
声
を
紹
介
し
ま
す
。

❶
大
学
で
得
た
学
び
　
❷
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
、成
功
の
秘
訣
　
❸
後
輩
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

┤◆
企
業
・
団
体�

├

┤◆
公
務
員�

├

┤◆
教
　
職�

├

┤◆
神
　
職�
├

▔鈴木 

春
香（
教
育
）

【
内
定
先
】岐
阜
県
小
学
校

❶
ゼ
ミ
で
は
現
職
の
先
生
と

の
つ
な
が
り
を
通
し
て
学
校

現
場
を
知
る
機
会
が
多
く
あ

っ
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
参
加
し
子
ど
も
た

ち
と
関
わ
る
こ
と
で
経
験
を

積
ん
だ
。

❷
過
去
問
演
習
を
徹
底
。
面

接
に
加
え
、
傾
向
に
合
わ
せ

た
模
擬
授
業
や
場
面
指
導
の

練
習
は
、
ア
ド
バ
イ
ス
が
的

確
で
と
て
も
役
立
っ
た
。

❸
常
に
明
る
く
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

で
い
る
こ
と
。
仲
間
の
存
在

が
大
き
な
原
動
力
に
な
る
。

論
作
文
対
策
は
早
め
に
取
り

掛
か
っ
た
方
が
よ
い
。

▔黒田 

詩
織（
教
育
）

【
内
定
先
】鈴
鹿
市（
幼
稚
園
教
諭
・
保
育
士
）

❶「
ぴ
よ
ぴ
よ
」や
ゼ
ミ
活
動

を
通
じ
て
、
発
達
段
階
の
知

識
や
遊
び
の
メ
ニ
ュ
ー
な
ど
、

引
き
出
し
が
増
え
た
こ
と
で
、

実
習
準
備
も
ス
ム
ー
ズ
に
進

め
ら
れ
た
。

❷
内
定
者
報
告
会
で
先
輩
の

リ
ア
ル
な
体
験
談
を
聞
く
こ

と
で
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

最
後
ま
で
維
持
で
き
た
。
対

策
講
座
が
充
実
し
て
い
る
点

も
助
か
っ
た
。

❸
早
期
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

を
も
ら
う
こ
と
で
課
題
が
明

確
に
な
る
た
め
、
早
く
か
ら

面
接
練
習
に
取
り
組
む
。

▔望月 

裕
太（
国
史
）

【
内
定
先
】株
式
会
社
イ
ビ
ソ
ク

❶
考
古
学
研
究
会
で
の
発
掘

調
査
や
、
調
査
成
果
を
展
示

と
し
て
社
会
に
発
信
し
た
経

験
が
進
路
選
択
の
大
き
な
き

っ
か
け
と
な
っ
た
。

❷
発
掘
調
査
な
ど
の
活
動
で
、

何
を
考
え
ど
ん
な
工
夫
を
し

た
か
な
ど
、
自
分
の
強
み
と

し
て
言
語
化
す
る
こ
と
を
意

識
し
た
。
面
接
練
習
で
は
話

し
方
や
表
現
の
癖
を
改
善
で

き
た
。

❸
Ｓ
Ｐ
Ｉ
対
策
を
徹
底
す
る

こ
と
。

▔田中 

鳴
海（
現
日
）

【
内
定
先
】日
本
年
金
機
構

❶
大
学
で
学
ん
だ
福
祉
の
知

識
と
、
Ｉ
Ｔ
パ
ス
ポ
ー
ト
・

Ａ
Ｉ
パ
ス
ポ
ー
ト
を
取
得
し

た
こ
と
が
、
面
接
で
強
み
と

し
て
活
用
で
き
た
。

❷
公
務
員
コ
ン
プ
リ
ー
ト
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
受
講
し
た
お
か

げ
で
Ｓ
Ｐ
Ｉ
の
対
策
が
ス
ム

ー
ズ
に
で
き
た
。
ゼ
ミ
担
当

教
員
の
助
言
を
通
じ
、
納
得

の
い
く
就
職
先
に
出
会
え
た
。

❸
計
画
的
な
学
習
の
重
要
性

を
実
感
。
Ｓ
Ｐ
Ｉ
の
対
策
は

重
要
。
面
接
で
自
信
を
持
っ

て
語
れ
る
経
験
を
大
学
で
積

ん
で
ほ
し
い
。

▔若林 

祥
吾（
国
史
）

【
内
定
先
】伊
勢
市
役
所（
学
芸
員
）

❶
博
物
館
実
習
で
の
卒
業
展

示
を
通
じ
、
企
画
か
ら
運
営

ま
で
一
か
ら
展
示
を
作
り
上

げ
る
難
し
さ
と
や
り
が
い
を

学
ん
だ
。

❷
合
同
説
明
会
に
継
続
し
て

参
加
し
、
内
定
先
の
職
員
の

方
か
ら
直
接
業
務
の
話
を
聞

け
た
こ
と
が
面
接
で
大
い
に

役
立
っ
た
。

❸
試
験
方
法
が
突
然
変
更
さ

れ
る
こ
と
も
あ
る
た
め
、
基

礎
固
め
と
し
て
Ｓ
Ｐ
Ｉ
対
策

は
欠
か
せ
な
い
。

▔小阪 

心
音（
現
日
）

【
内
定
先
】松
阪
市
役
所

❶
１
年
次
か
ら
公
務
員
コ
ン

プ
リ
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
受

講
し
た
こ
と
で
、
試
験
を
意

識
し
て
勉
強
に
取
り
組
む
こ

と
が
で
き
た
。

❷
伊
勢
志
摩
定
住
自
立
圏
共

生
学
や
Ｃ
Ｌ
Ｌ
活
動
を
通
じ
、

地
域
の
方
々
と
関
わ
る
貴
重

な
経
験
を
積
ん
だ
。
面
接
で

も
強
い
関
心
を
持
っ
て
も
ら

え
た
。

❸
志
望
順
位
を
明
確
に
決
め

て
お
く
こ
と
。
提
出
期
限
や

面
接
日
程
の
整
理
な
ど
、
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
に
は
気
を

つ
け
て
。

▔西田 

祥
乃（
神
道
）

【
奉
職
先
】椿
大
神
社

❶
祭
式
を
学
ぶ
授
業
は
神
職

と
し
て
必
須
の
作
法
の
た
め
、

正
確
に
身
に
付
け
る
こ
と
を

心
が
け
た
。
神
社
奉
仕
を
通

し
て
祭
典
奉
仕
の
経
験
を
積

む
こ
と
が
で
き
た
。

❷
祭
式
研
究
部
に
所
属
し
、

神
社
祭
式
作
法
の
習
得
に
励

ん
だ
。
気
に
な
る
神
社
に
は

積
極
的
に
足
を
運
び
、
先
輩

神
職
に
話
を
聞
い
た
り
、
同

級
生
と
情
報
交
換
を
行
う
な

ど
し
た
。

❸
興
味
の
あ
る
神
社
に
は
実

際
に
参
拝
し
、
神
職
や
職
員

の
方
の
話
を
直
接
聞
く
こ
と

が
大
切
。

▔松下 

恵
吾（
神
道
）

【
奉
職
先
】多
賀
大
社

❶
神
社
や
神
道
全
般
に
つ
い

て
の
学
び
は
、
奉
仕
の
現
場

で
活
き
る
知
識
で
あ
る
と
実

感
で
き
た
。

❷
打
ち
込
ん
で
き
た
篠
笛
の

製
作
で
は
賞
を
受
賞
す
る
な

ど
評
価
を
得
る
機
会
に
恵
ま

れ
た
。
気
軽
に
相
談
で
き
る

先
生
、
友
人
、
先
輩
・
後
輩

の
存
在
が
大
き
な
支
え
と
な

っ
た
。
縦
横
の
つ
な
が
り
が

❖

❖

❖

❖

❖

❖

❖

❖

❖

重
視
さ
れ
る
神
社
界
に
お
い

て
、
貴
重
な
人
間
関
係
を
築

く
こ
と
が
で
き
た
。

❸
部
活
や
サ
ー
ク
ル
な
ど
縦

の
つ
な
が
り
を
意
識
し
て
行

動
す
る
こ
と
が
大
切
。
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白熱の英単語王決定戦
１ 年・学年レクリエーション

「ビジネスパーク伊勢」でキャリア教育

新校友会役員が抱負 第26回百人一首大会を開催

建国記念の日の講演を開催

12月18日、１学年の学年レクリエーションとして「英単語王決定戦」が初開催された。各クラスの予選を勝ち抜いた代表生徒計18名が、
クイズアプリ「Kahoot!」を用いた個人戦で競い合い、あわせてクラス
対抗戦も行われた。会場となった体育館は熱気に包まれ、学年一体とな
った盛り上がりを見せた。

　決勝では、意味から該当す
る英単語を ４択で選ぶ形式の
問題が出題され、正解に加え
て解答スピードも得点に反映
された。問題ごとに順位が入
れ替わる様子が画面に映し出
され、解答者・観戦者双方が
緊張感を共有した。クラス対

抗戦の上位 ２クラス、個人戦の上位 ２名がそれぞれ表彰された。個人戦
優勝者である三島香里奈さん（ １年 ９組）が初代英単語王となった。
　三島さんは「朝活動が始まったころは、英単語を覚えるのに苦戦した」
と振り返る。一つ覚えると、すでに覚えた単語を忘れてしまうことも多
く、特に同じ頭文字の単語に悩まされたという。しかし、発音と意味を
結び付けて覚える工夫を重ね、少しずつ課題を克服していった。決勝戦
では強い緊張を感じながらも優勝という結果を手にし、「とてもうれしい。
これからも目標達成のため、努力する姿勢を貫きたい」と感想を語った。

２ 月10日、本学記念講堂
において、皇學館高等

学校・中学校の生徒を対象に
建国記念の日の講演が行われ
た。登壇した国史学科の岡野
友彦教授は「なぜ日本はずっ
と『日本』なのか」と題し、日
本国家の成り立ちと継続性に
ついて講じた。
　講演では、日本が万世一系の天皇を中心とする国体を維持し、世
界史的にも稀有な、異民族支配を受けることなく独立を守り抜いて
きた国である点を強調。その背景には、先人たちの不断の努力と強
い意志があったと述べた。具体例として、元寇における鎌倉武士の
奮戦、豊臣秀吉による西欧勢力への警戒等を挙げ、独立とは偶然で
はなく、各時代の人々が主体的に勝ち取ってきた成果であると指摘
した。
　また、建国記念の日を単なる公休日として捉えるのではなく、日
本という国家の歩みを再確認する知的起点とする重要性を訴えた。
現代の国際情勢が不安定さを増す中、真の国防とは武力のみならず、
国語・日本史・神道という固有の文化と伝統を学び、自己と国家の
基盤を確立することにあると結論付け、次世代を担う生徒に向けて、
学びの意義を力強く呼びかけた。

１ 月30日、 1年生を対象に市内
にある企業の代表者を招き、

「ビジネスパーク伊勢」と題したキャ
リア教育が行われた。生徒は ２グル
ープに分かれ、それぞれが関心のあ
る企業を選択し、実社会で働く人々
の声に直接触れた。
　当日は、映像制作会社、薬剤師会、
機械製造会社の代表者が来校し、各
教室において日頃の業務内容をはじめ、その職業に就いた経緯や仕事のやりがい、
社会的役割などについて具体的かつわかりやすく語った。
　説明の終盤には質疑応答の時間が設けられ、生徒からは仕事内容の詳細に踏み
込む質問や、進路選択に関わる率直な問いが相次いだ。代表者の話に熱心に耳を
傾け、積極的に質問する姿からは、楽しみながら職業観を広げ、将来を考える有
意義な学びの時間となった様子がうかがえた。

12月22日、全校集会がセミナーホールにて
行われ、校友会役員の任命
式が行われた。新役員とな
った生徒たちは、よりよい
学校づくりに向けた意欲を
語った。

今年で26回目を数える百人一首大会が 2
月 5日、盛大に開催された。各学年、国

語の授業内や日々の休憩時間を積極的に活用
しながら百人一首の練習に力を注いできてお
り、その成果が遺憾なく発揮された。
　競技は ６グループから成る「団体戦」と ２
グループから成る「個人戦」の ２部門に分か
れ、各部門において白熱した試合が展開された。団体戦においては各学年、一丸
となって札を取り合い、大声援を送る姿が印象的であった。個人戦においては、生
徒一人ひとりが練習の成果を出し合い、レベルの高い戦いが繰り広げられた。と
りわけ終盤では、さらに甲乙つけ難い試合展開となった。
　結果、団体戦と個人戦双方の成績を鑑み、 ３年Ａ組が総合優勝を勝ち取り、個
人戦においては ２年Ａ組 松井春陽さんと小田舶人さんが各グループにおいて優
勝に輝いた。
　生徒からは、「練習の成果が発揮されて良かった」「取ろうと思えば取れた札もあ
ったのに、僅差で相手に取られたことが悔しかった」「学年という枠を超え、相互
に対戦する中でより絆が深まったように思う」との感想があがった。

総務委員長 松 井 春 陽（ 2 年Ａ組） 写真：前列真ん中

　令和 7年度に会計をさせてもらった時に培った責任感や、さまざ
まな経験を生かして、令和 8年度は総務委員長として校友会活動に
より一層熱心に励み、皇學館中学校をよりよい方向に引っ張ってい
きたいと思います。よろしくお願いします。

総務副委員長 濵 地 風 奈（ 2 年Ａ組） 写真：前列左

　令和 7年度に書記を務めさせていただいた時の経験を生かし、こ
れからもよい学校を作っていけるように頑張ります。よろしくお願
いします。

総務副委員長 須川 功一朗（ 2 年Ａ組） 写真：前列右

　この 1年間、総務副委員長を務めさせていただきます。生徒の皆
さんや校友会役員の皆さんと協力しながら、よりよい学校にしてい
きたいと思います。どうぞよろしくお願いします。

会　　　　計 河村 竜之介（ 1 年Ａ組） 写真：後列左

　この 1年間、会計を務めさせていただきます。皆さんが安心でき
る学校生活の実現に向けて頑張っていきたいです。よろしくお願い
します。

書　　　　記 原 田 潤 哉（ 1 年Ａ組） 写真：後列右

　この 1年間、書記を務めさせていただきます。皇學館中学校をよ
りよくしていくために頑張っていきたいと思います。よろしくお願
いします。

中
高
合
同

中
学
校

高
等
学
校

　
前列右端から時計回りに須川さん、
松井さん、濵地さん、河村さん、
原田さん

優勝し、賞状を受け取る三島さん

進路を考える手がかりとなる、身近なロールモデルに触
れる機会となった

真剣勝負が繰り広げられた百人一首大会

先人の努力が結実した歴史を学び、国語・日本
史・神道を重んじることが、将来も日本であり続
けるために不可欠と説く岡野教授
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問い合わせ先
学生支援部 入試担当� TEL0596-22-6316

皇學館高等学校・中学校 卒業生随想
この春、皇學館高等学校は314名、皇學館中学校は15名が卒業を迎える予定です。彼らが胸に去来する思いを語りました。

皇學館高等学校

この環境があったからこそ
３ 年 ８ 組　西 村 果 林
　「吹奏楽も勉強も、どちらも諦めたくな
い」そんな決意で私は、皇學館高等学校の
特別進学コースを選びました。「文武両道」は
想像以上に難しく、自分の不甲斐なさに悩む日もありま
したが、そんな時、私の周りにはいつも誰かの存在があ
りました。優しく導いてくださった先輩方、一緒に笑い
転げた同級生、そして元気をくれた後輩たち。良い音楽
を追求する日々の中で学んだのは、集団で目標を追う難
しさと、諦めずにやり遂げる継続の大切さです。また、
教室で熱心に机に向かう友人たちの姿も、私を強く鼓舞
してくれました。くじけそうになった時も最後まで走り
抜けられたのは、間違いなく「みんなも頑張っているか
ら、私も頑張ろう」と思わせてくれる環境があったから
です。一人では決して乗り越えられなかった壁も、この
環境があったからこそ、最後まで挑み続けることができ
ました。先生や友人、環境に恵まれた私は、本当に運が
良かったと感じています。困難もありましたが、大切な
友人と出会い、社会へ出るための基盤を築くことができ
た、人生で最も濃い ３年間でした。クラスメイトや先生、
部活動の仲間、すべての方々に心から感謝しています。
３年間、本当にお世話になりました。

自らの道を切り拓いて
第 ３学年主任　角 屋 重 文

　 ３年前、あどけなかった皆さんがたくましく成長し、今、
卒業を迎えました。ともに歩んだ日々は、私にとっても忘
れられない宝物です。
　教室での穏やかな日常に加え、行事で見せる皆さんの熱
量には目を見張るものがありました。北海道の自然の中で
時間を共にした修学旅行。そこで芽生えた絆は、体育大会
でさらに昇華され、学年対抗綱引きでの優勝、学年全体が
波打つ応援合戦の一体感へと繋がりました。行事を経るご
とに深まった絆は、皆さんを支える確かな自信となってい
ます。
　こうした成長の傍らには、常に保護者の皆様の温かな励
ましがありました。生徒たちが悩みながらも前を向けたの
は、皆様の深い愛情があったからこそです。 ３年間のご支
援に、心より感謝申し上げます。
　卒業生の皆さん、この学び舎で築いた経験と絆と自信を
胸に、自らの道を力強く切り拓いてください。皆さんの未
来が幸多きものであることを、心から願っています。

皇學館中学校

私一人では何もできなかった
３ 年Ａ組　石 井 佑 吾
　私はこの ３年間でとても大きな成長が
できたと感じています。
　 １年生の頃は、あっという間に時間が流れ
ていきました。体育大会、宿泊研修、フィールドワーク、
皇中祭。今思えば、全部先生に任せきりで、自ら動いて
達成できたことは少なかったです。 ２年生は先輩として
頼もしい姿を見せなければと焦り、結局先輩方に頼って
ばかりになってしまいました。そこで、私は来年こそ「文
武両道」の実現、そして「校友会総務委員長として学校
を支えてみせる」と決心しました。そうして迎えた ３年
生。初めは目標通りにできるか不安でした。そんなとき、
１、 ２年生の頃には想像もできなかった「クラスの団結
力の強さ」に本当に助けられました。校友会の作業で一
人になったときは友達がそばにいてくれ、体育大会では
最高のソーラン節をめざして、みんなが一団となって協
力してくれました。私がここまで成長できたのは、今ま
で支えてくださった先生方、校友会役員のみんな、そし
てクラスメイトのおかげだと思っています。高校に進学
しても「クラスの団結力の強さ」を武器に、みんなで頑
張っていきます。

人生はなんとかなっていく
第 ３学年担任　山 﨑 陽 祐

　「なんとかなる。」それは、根拠のない楽観ではなく、自
分を信じて一歩を踏み出すことで感じられる強さです。
　 ４月当初、担任発表に驚きを隠せなかったのは、実は君
たち以上に私だったかもしれません。体育の授業で関わっ
てきたものの、前担任の大きな背中を前に、不安を抱えて
教室へ向かった日のことを今でも覚えています。けれど、体
育館やグラウンドで見ていたそのままの君たちが温かく迎
えてくれ、不安はすぐに和らぎました。
　 １年生の頃、集合や整列が苦手だったみんな。 ２年生で
副担任として共に過ごした大阪宿泊研修では、 ３分前集合
や無言の整列など、確かな成長を見せてくれました。互い
に声を掛け合い、私の動きを察して動く姿に、大きな頼も
しさを感じました。その積み重ねが、今の立派な ３年生に
つながっています。
　何度も伝えてきた「みんなで話して」。これから先、迷っ
た時にはこのクラスを思い出してください。話し合い、気
遣い、助け合って進んだ ３年間。自分の人生を、自分らし
く歩んでください。卒業おめでとう。いつまでも応援して
います。

成長する機会を多く持てた
３ 年Ａ組　前 田 愛莉珠
　この ３年間の中学校生活を振り返ると、
とても充実しており、自身が成長できたと
感じる場面がいくつもありました。
　 １年生の頃は、新しく始まる中学校生活に緊張してい
ました。初めての登校日、どう話していいかわからず戸
惑っていた私に、クラスメイトが声をかけてくれました。
今ではクラスのみんなと話すのがとても楽しく、日々団
結力の強さを感じています。
　皇學館中学校で過ごした日々、友達と笑い合った日な
ど、思い出を振り返るごとに、感じることはたくさんあ
ります。その中で私が一番実感しているのは、多くの成
長の機会を得られたことです。 ２年生の ３学期から校友
会メンバーとして活動する中で、全校生徒の前での発表
や率先した行動、文章を書くなど苦手だったことにも挑
戦しました。約 １年間の活動を通して経験を重ね、苦手
を克服できたことで、自分の成長を実感しています。
　高校生活に対して不安はありますが、この皇學館中学
校で過ごした宝石のような日々を糧とし、身についた力
を生かして頑張っていこうと思います。

挑戦し続け、前に進む
３ 年 ５ 組　上之郷 百 音
　振り返れば、濃く短い ３年間だった。
中学時代はコロナ禍の影響で、学校行事や
部活動が延期や縮小、中止となり、多くの心
残りを抱えたまま卒業した。その悔しさから「高校では
何かに全力で挑戦しよう」と決意し、小学 １年生から続
けてきた書道で結果を残そうと、書道部に入部した。よ
り高いレベルで自己成長したいと考え、全国規模の大会
に積極的に参加したが、初めは努力が結果に結びつかず、
意欲を保てない日々が続いた。そこで私は、技術だけで
は表現しきれない部分があると考え、作品の歴史的背景
や古典の成り立ちを深く学んだ。その背景を意識しなが
ら数え切れないほどの練習を重ねた結果、目標としてい
た賞をいただくことができ、高校生活を最高の形で締め
くくることができた。
　また、日々の学習や行事においても挑戦を続けた。苦
手な教科や困難な場面でも逃げずに向き合い、その過程
で多くの友人や先生方に支えていただいた。こうした経
験を通じ、中学時代には叶わなかった「数多くの挑戦」
を重ね、非常に密度の濃い時間を過ごすことができた。
この ３年間で得た自信と経験を糧に、これからも困難を
恐れず、何事にも挑戦し続け、前に進んでいきたい。

卒業式及び
学位記・修了証書授与式の日程
皇學館中学校
3 月24日㈫ 10：00～ 中学セミナーホール

皇學館高等学校
3 月 1日㈰ 10：00～（₉：₅₀ 着席完了）
皇學館大学記念講堂（₈：₃₀開場、₉：₀₀受付開始）

保護者控室：大学２１１・２１２教室（８：50〜９：40）

皇學館大学
3 月18日㈬
❶神宮参拝　外宮表参道手水舎前集合
外宮参拝（教職員のみ御垣内参拝）の後、 
内宮御垣内参拝
【文学部・文学研究科・専攻科】
（₈：₃₀集合）₈：₃₀～₁₀：₅₀
【教育学部・現代日本社会学部・教育学研究科】
（₈：₄₀集合）₈：₄₀～₁₁：₀₀
❷学位記授与式
　₁₁：₃₀～₁₂：₄₀　記念講堂
❸教員免許状・階位證等交付
　₁₂：₅₀～₁₃：₅₀　各教室

※付添の方については大学内の教室において学位記
授与式の様子を中継にてご覧いただけます。

　文学部：２３１教室、教育学部：２１1・２1２教室、�
現代日本社会学部：４３１教室

オープン
キャンパス
2026のお知らせ
　神職や教員、公務員、そして地域で活躍
するリーダーへ。皇學館大学には、一人ひ
とりの志を磨き、社会へと送り出す確かな
「力」があります。実際の授業を体験でき
る模擬講義や先輩たちの生の声が聞ける
キャンパスツアーを通して、パンフレット
だけでは見えない「学びのリアル」をぜひ
体感してください。

春のキャンパス探検DAY
メインプログラム
各学科による模擬授業

3 月22日㈰
₁₃：₀₀～₁₆：₀₀

大学発見DAY 6 月 7 日㈰
₁₃：₀₀～₁₆：₀₀

未来発見DAY 7 月12日㈰
₁₁：₀₀～₁₆：₀₀

学び発見DAY 8 月 8 日㈯
₁₁：₀₀～₁₆：₀₀

AO入試対策講座 8 月 9 日㈰
₁₃：₀₀～₁₆：₀₀

秋のキャンパス体験DAY 10月25日㈰
₁₃：₀₀～₁₆：₀₀

共通プログラム
◯学科紹介 ◯キャンパスツアー
◯個別相談コーナー ◯入試説明 など

贈る言葉

贈る言葉
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大窪理
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（神道３）
んが「秀逸」受賞

第41回読売書法展
川口陽

は る

来
き

さ
（大学院）
んが

Mie-英語授業PR大使に
伊東亜里紗さ（高２）んが 
水産庁長官賞受賞
第44回豊かな海づくり大会
作文コンクール 高等学校の部　三重県の英語教育の

魅力を発信する「Mie‐
英語授業PR大使」に、
川口陽来さん（教育学
専攻修士 ２）が令和 ７年
７月から令和 ８年 ２月
まで任命された。川口
さんは県内の小・中学
校を中心に英語授業を
視察し、発問の工夫や
児童生徒同士のやり取
りを促す手立て、ICTの活用などを多角的に分析。
その成果を授業づくりに生かせる形に整理し、
SNSを通じて県内外へ発信した。
　「活動を通して英語教育に対する見方が大きく
変わりました」と川口さん。「表現を覚えて使う授
業という印象が強かったのですが、実際には、児
童生徒が英語でやり取りすることを大切にした実
践が広がっていました」と言い、「英語を使って人
と関わる経験を積ませようとする姿勢を、現場か
ら強く感じました」と実感を込める。
　授業づくりの視点も広がった。「活動の面白さだ
けでなく、児童生徒が安心して間違えられる雰囲
気づくりや言い直しを支える声かけ、やり取りが
続くしかけが欠かせないことを、現場を通して具
体的に理解できました」と話す。「自身がめざす授
業像がより明確になり、授業づくりを主体的に学
び続けたいとの思いが一層強くなりました」。
　修了後は三重県の小学校教員として勤務する予
定。「理想の教室の姿は、英語が得意・不得意に関わ
らず、全員が安心して発話し、相手の話を受けて反
応できる場です。教師として対話の継続を支え、児
童一人ひとりが『伝わった』『通じた』という実感を
積み重ねられる教室を作りたい」と意欲を語った。

　大窪理勇さん（神道
３）が「第41回読売書法
展」の漢字部門で、入
選のさらに上の栄誉で
ある「秀逸」を受賞。ま
た、「中日書道展」で二
科賞、「伊勢市美術展覧
会」で岡田文化財団賞
を受賞する快挙となっ
た。
　読売書法展は日本最
大級の公募展。今回、 ４部門での応募総数約 ２万
点のうち、「秀逸」に選ばれたのは１１９４点だ。
　「試行錯誤の積み重ねが、少しずつ形になり始め
たのかもしれません」と大窪さんは控えめに振り

返る。制作においてこだわった
のは、字形と行ごとのバランス。
納得のいく線が書けず壁にぶつ
かった際は、多様な書家の筆致
を模倣し、自らに取り入れるこ
とで突破口を開いてきた。そう
したさまざまな書風の吸収と融
合が大窪さんの強み。大窪さん
は「多角的に考えることの大切
さを書から学んだ。この姿勢を、
今後の人生にも生かしていきた
い」と語る。
　書の魅力について、「美しい字
が書けたときの達成感や、書き
手の個性がにじみ出るところ」
と大窪さん。今後のさらなる成
長と活躍に期待したい。

　皇學館高等学校 ２年
の伊東亜里紗さんが
「第44回全国豊かな海
づくり大会〜美し国み
え大会〜」作文コンク
ール・高等学校の部に
おいて「水産庁長官賞」
を受賞した。
　受賞作「地政学から
見た豊かな海」は海の
恵みへの感謝にとどま
らず、海洋をめぐる問題を国際関係論に基づく学
術的視点から考察した意欲作である。伊東さんは、
国際社会における日本の立場や海洋資源の重要性
を「地政学」という切り口で分析し、持続可能な
海の未来を築くためには国際協調が不可欠である
と論じている。執筆にあたっては、「経験の少なさ
を補うために多角的な調査を重ね、自分なりに考
えたこと」を構成の柱に据えたという。
　天皇皇后両陛下がご臨席される大会であること
も執筆への大きな原動力となった。「どうしても参
加したいという強い思いで書きました」と語り、
「このような賞を受賞でき、とても嬉しい」と率直
な喜びをにじませた。
　昨今、レポート作成や探究学習において高校生
がAIに触れる機会も増えている。しかし、伊東さ
んは、「自分の頭で考え、試行錯誤しながら言葉を
選ぶ過程そのものに価値がある」と、作文に向き
合う姿勢を振り返る。
　今後の目標について伊東さんは「世界を知り、さ
まざまな経験を重ねながら成長していきたい」と
話した。

【期間】令和８年１月26日㈪〜３月12日㈭　【場所】図書館 ２階 展示コーナー

　第 ２回展示「六帖の世界」は国文学科の木村尚
志教授、並びに大学院国文学専攻博士後期課程の
池上遥平さん、楊瑩さんの協力を得て企画されま
した。
　中国に由来する「六帖」は、事物や言葉を門類
ごとに整理する類書として成立し、その分類意識
は平安中期に和歌の題の世界へと応用され、「六帖
題」が生み出されました。鎌倉中期には、『新撰和
歌六帖』をはじめとする大規模な歌集が編まれる
など、和歌制作の重要な方法として広く用いられ

るようになります。その後も六帖の考え方は、連
歌・俳諧、さらには江戸時代の和歌や類書へと受
け継がれ、日本文学における題詠と創作のあり方
に大きな影響を与えてきました。
　本展示では、関連する書物や作品を通して、六
帖という思考の枠組みが切り開いた詩歌の世界を
紹介しています。ぜひこの機会に図書館へお越し
ください。なお、「図書館出張展示」として、受付
担当前に設置した iPad でも展示の様子をご覧い
ただけます。

第１回展示 終了

「御師の祓具」

大学附属図書館
活 動 紹 介 学術研究発表の場として活用

大学附属図書館 ２階展示コーナーは、本学における
教育・研究成果を広く発信する場として活用されて
います。今回は、令和 7年度の展示をご紹介します。

第２回展示「六帖の世界」を開催中
　令和 ７年11月13日から12月22日にかけて、第 １回展
示として本学神道学会神道儀礼研究部会企画による
「御師の祓具」を開催しました。研究代表者は神道学科
の新田惠三助教。
　神宮の崇敬を支えた御師
は、「祓」「神楽」「参詣」な
ど多様な宗教儀礼に関わっ
ていました。中でも「祓」は
「伊勢流祓」とも称され、祓
が修された「御祓大麻」が
配札活動によって各地に頒
布され、伊勢信仰を全国に
浸透させました。同展では
本学所蔵図書を参考に復元
した祓具を展示しました。
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川口さんは「児童が安心して話
せる雰囲気が大切」と語る

小学生から習字を始めた大窪さ
ん。卒業後は神職として奉職する

受賞作品は、明、清にわたり活躍した
中国の書家・王鐸の臨書

「海は人類共通の財産であり、
平和を守る教室」と伊東さん

令和８年度の展示については大学HPで随時ご案内します。

展示協力：篠田学術振興基金
助成金

高い志とチャレンジ精神でもって学内のみならず、さまざまな 
フィールドで活躍している皇學館生たち。本コーナーでは 
彼らの熱い思いとともに、その活動ぶりをご紹介します。
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